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開発を誘発

屋上広場及び
自転車駐車場の整備

・人を導き、集い、
  憩う場の整備
・商店街へ人々の誘導や、
 滞留できる空間の整備

歩行者動線の整備

施設間をつなぐ
デッキを検討

連続した広場空間
となるよう検討

商業のにぎわいがにじみ
出るような広場の整備

低層部に商業・業務機能、
高層部に住宅を誘導し、

高度利用を図る。

歩行者空間の
整備

既存の商店街の街並みに
合わせた商業施設を整備

その後、6年前に旧西友が閉店したことやコロ
ナ禍であったことで、この地域の人通りが少なく
なり、寂れた様相を呈していました。そんな中で
も旧西友を中心とした周辺の地権者の方々は、
ここ数年再開発を進めようと話し合いを重ねて
きて、この度、『武蔵小金井駅北口駅前東
地区市街地開発準備組合』として、事業
推進の可能性が出てきました。
そして、閉店となって久しい旧西友を中心に先行
的に再開発を進めるという計画が具体化され、
動き出しました。
小金井市としても都市計画マスタープランで、駅
周辺はにぎわいの拠点としての方針を持ってい
ますので、改めてこの地域のまちづくりに関する
方針を打ち出し、市民説明会を開催しました。こ
のまちづくりの方針はかつての再開発準備組合
が作成した調査報告書をベースになっています。
何よりも駅周辺ということで、建物の高度利用に
よる公共空間を生み出し、回遊性を高め賑わい
のある歩きやすいまちづくりをめざすとあります。

コロナ禍を経て、
準備組合発足

街づくりが動き出す！
武蔵小金井駅北口の

取り戻したい、以前の活
気！

　武蔵小金井駅北口を利用している市民や、地域に住む住民は
旧西友の跡地がどうなるのか、期待と不安を持って待っている状
況でしたので、この動きに注目しています。そして、にぎわいが減
少している現状を活性化し、以前のようににぎわいを取り戻すま
ちづくりが期待されています。会派としては市民への情報提供を
要望し、まちづくりが進むよう働きかけてまいります。
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高度利用を図る 既存市街地への
影響等を考慮
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南 北

メリハリのある配棟計画

小金井市の中央線の駅周辺の整備は、武蔵小金井駅南口、
東小金井駅北口と時間をかけて進められてきました。
武蔵小金井駅南口は既に完成し、東小金井駅北口の区画整
理事業も90％整備が進み、今、検討中ではあるものの、具
体的になっていないところが武蔵小金井駅北口の整備です。
北口は10年ほど前に、西は競技場通りから東は小金井街道
までの間でまちづくりを進めようという機運があり、再開発
準備組合も立ち上げられましたが、具体化されず、一旦組合
を解散した経過があります。

図は、小金井市の「武蔵小金井駅北口まちづくり方針（案）」より



遠藤ゆりこ市議会議員

吹春やすたか
市議会議員

河野麻美
市議会議員
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・ 総務企画委員
・ 行財政改革推進調査特別委員
・ 消防団運営審議会委員
・ 小金井市都市開発公社評議員会評議員
・ 広報協議会委員

・ 監査委員
・ 建設環境委員
・ 行財政改革推進調査特別委員
・ 国民健康保険運営協議会委員
・ 都市計画審議会委員 
・ 広報協議会委員
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・ 厚生文教委員（委員長）
・ 庁舎等建設及び公共施設
　マネジメント推進調査特別委員
・ 浅川清流環境組合議会議員
・ 都市計画審議会委員
・ 小金井市土地開発公社評議会評議員
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五十嵐京子
市議会議員

（幹事長）
・ 厚生文教委員
・ 庁舎等建設及び
   公共施設マネジメント推進調査特別委員
・ 湖南衛生組合議会議員 （監査）
・ 小金井市土地開発公社評議員会評議員

担当する厚生文教委員会で、調布の「なごみ」という知
的障がい者施設に視察に出かけました。
きっかけは委員会に提出された陳情で、小金井市には
こうした施設がなく、親亡き後の子どもを心配する切
実な声に、委員会では全員賛成で採択されました。
今後の参考にと視察を行ったという経過です。調布の
なごみは味の素スタジアムの近くにあり、定員60名で
開設して20年、高齢化という新たな課題が出ていると
のお話も伺いました。運動したり作業をしたりしている
入居者や、施設の様子を見せていただき大変参考に
なりました。
現在、障がい者福祉計画も見直しの作業が行われて
おり、委員会ではその質疑も行われています。
福祉の充実のため、しっかりと取り組んで
いきたいと思います。

市長は、はけと野川の自然を壊す都市計画道路は
都へ中止、見直しを要望すると選挙公約に掲げて
当選しました。
しかし、国分寺崖線で既に整備されている都市計画
道路2路線について、「東京都環境影響評価事例の
事後調査報告書」によると環境に係る測定値は予
測値を下回り環境が破壊されたという事実はない。
また、R3年11月「環境概況調査委託報告書」による
と道路の構造によっては動植物に影響を与える可
能性が考察されるが、市長公約を立てた時点では
道路構造は明らかになっておらず、はけと野川の自
然を壊すと主張する根拠は不明です。
市道から都道へ格上げした過去の経緯も踏まえ、
市民の生命、身体及び財産を災害から保護する3・
4・11号線の整備推進を改めて要望しました。

子どもの安全・安心の確保は、社会
全体で取り組むことが望まれます。

男子にもHPVワクチン接種が世界的に普及し
ています。
欧米各国では積極的な接種勧奨が進み、オー
ストラリアでは男子女子共に８割近く、アメリカ
でも男子女子共に５割を超え接種しています。
HPVワクチン接種は、女子の子宮頸がんだけ
でなく、男子の中咽頭がん、陰茎がん、肛門がん
等の性交渉によるHPV感染リスクを減らし、年
間約一万人と言われる国内の子宮頸がん発症
を将来的に防げると予測されています。
接種には費用が係り、公的な
支援が必要ですが、現在、
男子は対象ではありません。
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1 子どもを見守る家、カンガルーのポケット

2 登下校時の見守り体制

3 「ふれあいメロディー」

紙質のステッカーから新デザインの
プラスチックプレートに。

「ゾーン３０」を小金井警察と連携し全ての
校区域で実施することを要望。
車道と歩道が分離していない狭隘道路の
通学路について、路側帯の路面を
グリーンベルトとして塗装する事を要望。

▶

４月から小金井市歌に変更。▶

4 安全安心メール配信システム
更なる利用拡大要望。　▶

5 わんわんパトロール
更なる理解と協力要望。▶

6 民間事業者との連携
通報体制を含む事業者11社の拡大。▶

▶

▶


